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　■　提案・報告の主な内容(概要)

１　第２期 総合戦略の総括評価について
　　「１ 新たな「しごと」を創り出す」「２ 十勝・帯広への「ひと」の流れをつくる」「３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる」「４ 安全
安心でいきいきと　暮らせるまちをつくる」の４つの基本目標のもとに、仕事づくりを起点として総合的に人口対策を進めてきた。
　　新型コロナウイルス感染症や物価高騰などの外的要因により低調に推移したが、仕事づくりの指標は概ね順調に進捗してい
る。

２　地域の活力に関する関連データの推移について
　　道内では比較的、緩やかな人口減少で推移しており、個人所得や地価も上昇傾向にあるなど、地域の活力は徐々に高まって
いるものと捉えている。

３　新たな総合戦略（令和７年度～令和11年度）の策定の考え方について
　　・人口減少の「抑制」に加え「適応」の視点を重視した取り組みを進める。
　　・仕事づくりを通して地域の稼ぐ力をさらに高める。
　　・生活環境の質の向上をはかる。
　　・少子化対策は国と地方の役割分担のもと進める。
　　・十勝・帯広の強みやデジタルを活かした取り組みを進める。

・７月29日　総務委員会へ総括評価、策定方針を報告
・８月下旬　総務委員会へ骨子案を報告
・11月　　  総務委員会へ原案を報告
・12月　　  パブリックコメントを実施
・２月　　  総務委員会へパブリックコメント結果・最終案を報告

・同内容で、７月29日総務委員会へ報告することで了承された。

・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

（１）第２期帯広市まち・ひと・しごと創生総合戦略の総括及び
　　　新たな総合戦略の策定について[政策推進部]

審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　第２期帯広市まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画期間が令和６年度までとなるため、これまでの取り組みの総括評価を行っ
たうえで、新たな総合戦略の策定に向けて基本的な考え方をまとめ、令和６年７月29日の総務委員会に報告するもの。

令和６年度　第３回全体庁議（７月16日開催）


